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東洋炭素（東証プライム5310）

～省エネに重要な半導体の製造工程に必要な高耐熱・高耐薬品性の製品を製造販売～

今回は東洋炭素です。同社の「るつぼ」、「ヒーター」等の製品は耐熱・耐薬品等に優れ、高温下で化学品が用いられ

る半導体製造工程で多用されています。省エネに重要な半導体の製造に使用され環境問題の解決に貢献しています。

■SDGsにおける課題

地球環境問題の解決には、二酸化炭素の排出低減が有効とされて

おり、その大量発生を招く資源の浪費を回避することが求められてい

ます。このために重要な役割を果たすのが半導体です。例えば、洗濯

機や冷蔵庫では、半導体の一つであるインバーターと制御ICを使って

モーターやコンプレッサの回転数を細かく制御することで低消費電力

を実現します。半導体は、高温下で化学薬品が用いられる環境で製造

されるため、ハイベルの耐熱・耐薬品性を持つ生産機器が必要です。

■東洋炭素が提供するソリューション

半導体の原材料であるシリコンウェハーは、シリコン単結晶

製造装置という装置を用いて製造されます。超高温状態で

化学薬品が使用される同装置の内部において、耐熱・耐薬品

性に優れた同社の「るつぼ」、「ヒーター」が活躍しています。

またシリコンウェハーを加工する川下の工程においても、同

社製品は多用されています。同社の2021.１２期の業績は売

上高377億円、営業利益５6億円ですが、現行の中期経営計

画では、最終年度の2026.12期に売上高545億円、営業利

益110億円とすることを目指しています。上記の半導体関連

製品群のほか、EV(電気自動車)の普及が進む中、重い電池

の搭載の影響を軽減するために採用拡大が予想される軽量

の自動車用カーボン製品等が牽引役を果たすと見ています。

半導体製造に貢献すること等を通じて地球環境問題に対応

しながら、収益レベルを向上させることを狙っています。

環境に貢献する半導体の製造には耐熱生産機器等が必要

半導体製造に用いられる東洋炭素のるつぼ、ヒーター
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